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秋ダイズにおける乾物生産と栽植密度との関係  

浅沼興一郎，中 潤三郎，木暮  秩  

ON THE RELATION BETWEEN DRY MATTER PRODUCTION  

AND PLANT DENSITYIN AUTUMN TYPE SOYBEANS  

Koh－ichiroAsANUMA，JunzaburoNAKAandKiyoshiKoGURE  

The presentexperimentwas carried out to obtainsomeinformation abouttheyield－deter－  

minlngprOCeSSinsoybeanplantsconcernlngWithdrymatterprOductionunderthreeplantden－  
Sities，uSlngtheautumntypevariety“Akiyoshi”asmaterial‖ Thethreeplantdensitiesconducted  

Were’low’（3l3／m2），‘medium’（66／m2），and‘high’（13l2／m2）underfieldconditions 

Withincreaseinplantdensity，dryweightofeachorgan，numbersofbranches，tOtalnodes，  

1eaves，POdsandscedsperplantdecreased，buttheresultspersqmetCrWeregenerallycontrary  

totheresultsperplant．   

Thoughtheproductivestructuresinthreeplantdensitiesshowedthetypeof’broadleafplants，  

Verticaldistributionofphotosynthetic systemwas restrictedinupperportionwithprogressin  

growthstageandwithincreaseinplantdenslty，ShowlngaCloser・elationtothelightdistribution  

WithincanopleS   

Ofthevariousyieldcomponents，thenumberoftotalpodsandtheratiooffbrtile／totalpods  

mightbedepqndentondrymatter production at the vegetativegrowlngStageandtheearly  
maturlngStage，reSpCCtively．  

Judging丘・Omtheser・eSults，itappearsthat‘high’densityinthisexperimentmaybealimitbe－  

yondwhichfurtherincreaseinplantdensitywillnotincreasetheseedyield 

秋ダイズの収盈成立過程を群落における乾物生産の面から解明するため，「アキヨシ」を供試して，栽植密度を疎  

（3．3個体／m2），中（6．6個体／m塵），密（13、2個体／m2）とした3区について実験した．   

作物体の生育状況をみると，個体あ奉りでは密植になるほど主茎長は大となったのに反し，分枝数，総節数，松葉  

数，総英数，子実数，各器官の乾物重は小となったが，単位土地面療あたりでは概して相反する様相を呈した 

乾物生産構造は各区とも広葉型の特色を呈し，光合成系は生育が進むに従い，一・方では密植になるほど下層位での  

分布が少をくをる傾向が認められ，群落内相対照度の分布と密接な関連を示していた 

収量構成要素のうち，総英数は栄養生長期の，また稔実爽歩合は豊熟初期の乾物生産とそれぞれ密接を関連を有し  

ていると考えられた 

以上の諸点より，本実験における密植区は子実収豊からみた栽植密度の限界に近いことがうかがわれた．  

緒  p  

ダイズの収監成立に関係の深い要素としては，節数，英数，子実数，百粒重などがあげられ，これらはまた相互’．に  

影響しあいながら成立していくものと考えられる… これら要素間の相互関係については若干の報告（8・14〉もみられるが，  

個々の要素について，その成立過程を解析したもやは，わずかに関東地方で中間ダイズを供試して行った小島ら（18）  

の托告をみるに過ぎをい．このようを研究は暖地における秋ダイズの多収栽培を考えるにあたって佼も基本的なもの   
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と思われる 

一・方，ダイ ズの適栽植密度決定に関する試験の例は多ぐ1，8購9・11・1℡・18，20） ，しかもこれらの他に各地の農業試験場等  

において古くから行われ続けて釆ているが，各地の試験を統一・的に把握できるような原則が十分に示されているとは  

いい難い 

よって筆者らは栽植密度を変えた場合におけるダイズの収盈成立を，群落状態における作物体の生育をらびに乾物  

生産の面から検討し，上述の問題を解明するための基礎的を知見を得ようとした．  

実験材料および方法  

供試品種として「アキヨシ．（生態型ⅠⅠIc，秋ダイズ型）を用い，6月21日，本学部の研究圃場に播種した．実験区  

としてほ栽植個体数がm2あたり疎植3〃3，中根6，6，密植13．2となるような3区を設定したが，栽植方法は瞳巾をい  

ずれも75cmとし，1株1本仕立で，栽植密度の調節は株間を変化させて行った，肥料はすべて基肥とし，アーリレあ  

たり硫安19kg，過石56kg，硫加5．6kgを施した．  

Table 1. Samplingschedule 

Sampling time I  II  II  IV  V  VI  

Jul。14  Aug．．3  Aug・23  Sept13  0ct”7  Nov巾15  

Early  VigoモOuS Full  Early  Middle  Full  
growlng grOWlng  且owerlng maturlng maturing matur1ng   

Date   

Stageofgrowth  

生育調査ならびに試料採取は生育の時期別に6回実施した（Tablel参照）・すなわち，まず各区において中庸と認  

められる場所を選定し，生育調査を行った後，地上10cmごとに層別刈取法（10）を実施して試料を採取し，菓面墳な  

らびに器官別乾物重を測定した．また同時に硫化カドミウム光導電体を用いた群落相対照度計によって地上から  

10emごとの相対照度を測定した．葉緑素は生薬を用い，85％アセトンで抽出後，比色分析（波長660m′‘）によっ  

て定盤した．  

結果および考察   

1．生育状況   

作物体の生育状況をFig－1に示した．まず主茎長は密砲になるほど大きくなったが，主茎節数に区間差は認めら  

れず，主茎長における差異は第6複葉節から上部の節間長の違いに基づいていた．このことばいわゆる群落生態学的  

現象（19）として理解されてきたもので，この節間が伸長する前後から密植になるほど個体間親合が起ってくるためと  

解される．．つぎに個体あたり分枝数，総節数，総菜数，総英数，子実数は密植にをるほど少をく推移し，作物体の生  

育は繊弱になる傾向を示した1また登熱中期以降においては，密植区および中根区で弱小を2次分枝が脱落し，分枝  

数，総節数，総爽数が減少した．しかし土地面墳m2あたりでは概して密植になるほど，これらの要素が多い状態で  

推移し，群落としての生育は旺盛を様相を呈した．いま完熟期における生育状況を示せばTable2のとおりである・   

これらの成噴からみれば，各要素とも密植にをるほど個体あたりでは明らかに小さくなるのに対し，m2あたりで  

は概して大きくなっていた‖ また密植になるほど2次分枝の関与する度合は小さくをっていた… 全般に密植区と中植  

区との間における差は中植区と疎植区との間の差よりも小さく，さらに平均－・爽粒数および首粒重については，栽植  

密度を異にしても著しい相違が認められなかった 

つぎに各器官における乾物重の推移について述べると（Fig2，3参照），いずれの器官においても密植になるほど，  

個体あたりでは低く，土地両横m2あたりでは概して高い状態で経過した．ただm2あたりの場合，密植区と中植区  

の値は近似し，とくに茎および子実では両区間の差がわずかであった．   

以上の結果はダイズの栽枯密度に関する従来の報告（1・8・4舶11・鋸8，20〉とよく－・致した．をお本実験における密植区は  

子実収盈からみた限界密度にほほ近いことが推察された．   
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2．乾物生産   

生育に伴う乾物生産構造の推移をFig4に示したい これによると，光合成系は各区，各時期とも上層位に密集し  

て分布し，非光合成系は各区とも開花盛期まで下層位に厚く，以後は爽・子実の発達に伴って中層馴こ厚く分布して  

いた1・す夜わちMoNSIら（10）の指摘する広葉型の特色を呈したが，光合成系は生育が進むに従い，一骨では密植にを  

るほど下層位での分布が少をくをる傾向が認められるとともに，非光合成系は密植に怒るほど最大分布屑位が高くを  

ったい   
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このように異った構造を示す各栽植密度群落の内部における光の透過状況をFig・5に示したぃ これによると，繁  

茂期までは密櫓にをるほど明らかに透過光が少なく，以後，同様を傾向を示しながらも，■†噸区の成鶴は疎植区のそ  

れに近似していたい また生育初期における各区，および繁茂期における疎植区で地表面までかなりの光が到達してい  

たことを除けば，いずれの時期，いずれの区においても，地表面の相対照度は10％以下であり，とくk登熟初期には  

各区ともほとんど0％に近い値を示した．長瀬ら（11）は，土壌水分が十分にある場合，ダイズの落葉が相対照度10％  

以下のところで認められると報告している．．本研究の場合，相対照度が10％以下になる層位ほ，生育か進むに従い，  

叫仁方では密植になるほど高くなることが認められ，前述の光合成系における乾物蛮の垂直分布との問に密接な関係を  

有して仏た．   

さらに光合成系の発達状態を葉面積指数（LAI）および葉緑素指数（CI）の変化としてみると（Fig・・6象照），まず  

LAIは終始，密植になるほど大きかった．しかしCIについては開花盛期まで，密植にをるほど大きかったが，その  

後密植区で減少し，明らかな傾向は認められをかった，これは登熟期間における密植区の葉緑素含有率が他の2区よ  

りも低かったためにみられた由象で，乾物生産構造とあわせて考察すれば，密植区の群落内部の菓はきびしい条件下  

にあることになり，薬面墳は多くても，光合成の面からはむしろ劣っているものと推察された  

3．収盈成立   

以上述べてきたように，密植をすれば，相互遮蔽が早くから起こって，群落内部へ・の光の透過が不良となり（7・15，16・  

17・18）∴‾F贋ヤ弱小を分枝の脱落がみられ，光合成（2）ぉよび個体の生育にとってはゃや不利であるが，単位土地両横あ  

たりでは葉蘭積が多く，乾物鑓産畳ひいては子実収急が多くなったものと推察された（5）．これらの点に関する指摘は  

従来もなされ，多収性品種は栄養生長盈が大きいという報告（5）や，光遮断率の大きい群落が多収性を示すという報  

告（16・1い8）も同じような内容を示しているものと考えられる 本研究においてはこの内容をさらに詳細に検訂するた  

1Il Ⅲ Ⅳ  V  
SampLLng tinle  

Fig．2。Changesindryweightofeachorganpcrplant 
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め，収塁を個々の構成要諦成分解し，これらの要素の成、1．が乾物生産とどのような関係にあるかを調べた・その結果，  

とくに関連が深いと思われるものをFig17に示した 

他方，Table2に示したとおり，本研究における栽租密度の範囲内では，百粒重によって示される子実の充実度に  

差異が認められず，従って，収蔑は放終的には単隠士地面横あたり・子実数によって決定されているとみなすことがで  

きる。そしてこのf実数は，二；l均一・英枚数に差異が認められないことから，稔実英数そのものであり，これは鱒英数  

と稔実爽歩合との両者によって左右されるものである．ところが，Fig7に示したように，総英数は生育初期から開  

花盛期までの乾物増加蓋および総節数と密接な関係を有しており，この乾物増加盈は同じ期間における平均葉面積指  

数に依存しているものと考察されたまた稔実爽歩合は総英数が多くをるほど低くをり（8，18），とくに総英数が1，200  

を越えると稔実英数はもはやそれ以上増加しをい傾向を示した，この点に閑し，小島ら（18）は総胚珠数2；400を越え 

ると稔実爽数に停滞が認められると報告しており，本研究に用いた「アキヨシ」は大部分2粒爽であったことと考え 

あわせ，興味深い現象と思われる．さらに稔実爽歩合は豊熟期における英身の葉緑素含有率とも密接を関連を示し，  

とくに稔実爽歩合の低い場合に密接を関連のあることを示唆していた 

以上の諸点から，本実験においては，密植になるほど子実収盈が多いという結果が得られたが，同時にこの場合の  

密植区が栽槌密度の限界に近いことも推察さ咋た，従って今後，さらに増収を図卑ためには，登熟初期の乾物生産を  

旺盛にして稔実爽歩合の低下を防止．し，そゐ後ほ光合成能の血盛を薬ゐ面積が多ム状態で，かつ長い期間それを維持  

できるようを方策について，1分に検討する必要があろう 
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